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ャ
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パ
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説
明
会�

◎
今
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の
時
間
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社
会
・
芸
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情
報
・
理
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�

学
生
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語
る
《
ゼ
ミ
・
研
究
室
紹
介
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ヒ
タ
ッ
チ
ン
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日
立
キ
ャ
ン
パ
ス
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工
学
部
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秘
密
に
タ
ッ
チ
ン
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学
部�

公

開

授

業

科

目

名�

担
当
教
官�

会
　
　
　
場�

人 文 学 部�教 育 学 部�理 学 部�工学部�農学部�

心
理
学
を
学
ぶ
と
い
う
こ
と�

ア
メ
リ
カ
文
化
論
特
講�

現
代
社
会
と
法�

ま
ち
づ
く
り
と
地
域
産
業
の
現
在�

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
と
社
会�

M
U
S
IC

ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
の
数
理
〜
100
年
か
か
る
は
ず
が
1
秒
で
！�

宇
宙
と
分
子�

入
門「
分
子
生
物
」ー
生
命
を
分
子
レ
ベ
ル
で
考
え
る
ー�

植
物
の
論
理
ー
成
長
と
繁
殖
ー�

環
境
中
の
超
微
量
元
素
と
生
物
濃
縮�

宇
宙
の
眼
で
地
球
を
考
え
る�

移
動
体
通
信
サ
ー
ビ
ス
と�

そ
れ
を
支
え
る
ワ
イ
ヤ
レ
ス
技
術�

数
理
パ
ズ
ル
の
世
界�

宇
宙
か
ら
見
た
茨
城
県�

家
畜
の
消
化
機
能
と
飼
料
成
分
の
利
用�

国
語
科
教
育
法
特
講
��

ア
メ
リ
カ
60
年
代〈
対
抗
文
化
〉と
現
代�

授
業
と
教
師
ー
授
業
に
お
け
る
教
師
の
位
置�

千
波
湖
を
と
お
し
て
、社
会
科
の
郷
土
単
元
を
考
え
る�

自
分
探
し
の
旅�

ー
地
球
第
三
の
運
動
を
探
る
ー�

ピ
ア
ノ
公
開
講
座�

美
術
科
教
育
法
研
究�

鏡
の
イ
コ
ノ
ロ
ジ
ー�

塑
造
の
実
習
と
演
習
ー「
ロ
ダ
ン
の
言
葉
」�

か
ら
ロ
ダ
ン
の
彫
刻
に
迫
る�

被
服
環
境
学�

障
害
児
・
者
の
理
解
と
バ
リ
ア
フ
リ
ー�

保
健
室
と
養
護
教
諭
の
役
割�

絵
画
表
現
実
習
��

生
態
系
と
生
物
モ
デ
ル�

�

人
文
学
部
　
講
義
棟
11
番
教
室�

人
文
学
部
　
講
義
棟
13
番
教
室�

人
文
学
部
　
講
義
棟
15
番
教
室�

人
文
学
部
　
講
義
棟
10
番
教
室�

総
合
情
報
処
理
セ
ン
タ
ー
M
M
1
�

人
文
学
部
　
講
義
棟
12
番
教
室�

共
通
教
育
棟
2
号
館
24
番
教
室�

共
通
教
育
棟
2
号
館
25
番
教
室�

共
通
教
育
棟
2
号
館
26
番
教
室�

共
通
教
育
棟
2
号
館
26
番
教
室�

�

共
通
教
育
棟
2
号
館
27
番
教
室�

教
育
学
部
　
　
C
棟
401
番
教
室�

教
育
学
部
　
　
C
棟
313
番
教
室�

教
育
学
部
　
　
B
棟
21
番
教
室�

教
育
学
部
　
　
C
棟
108
番
教
室�

�

共
通
教
育
棟
2
号
館
21
番
教
室�

共
通
教
育
棟
2
号
館
23
番
教
室�

共
通
教
育
棟
2
号
館
30
番
教
室�

教
育
学
部
　
　
C
棟
312
番
教
室�

共
通
教
育
棟
2
号
館
22
番
教
室�

伊
藤
　
哲
司 

助
教
授�

小
泉
由
美
子 

助
教
授�

深
谷
　
信
夫 

教
　
授�

斎
藤
　
典
生 

教
　
授�

鈴
木
　
栄
幸 

助
教
授�

ピ
ー
タ
ー
・
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
ブ
ラ
ウ
ン
助
教
授�

遺
伝
子
君
た
ち
の
悩
み
！？�

〈
分
子
ピ
ン
セ
ッ
ト
に
よ
る
遺
伝
子
の
矯
正
と�

有
用
蛋
白
質
の
大
量
生
産
の
試
み
〉�

大
内
　
善
一 

教
　
授�

君
塚
　
淳
一 

助
教
授�

木
村
　
勝
彦 

教
　
授�

大
槻
　
　
功 

教
　
授�

大
辻
　
　
永 

助
教
授�

牧
野
　
泰
彦 

教
　
授�

佐
藤
　
　
篤 

教
　
授�

金
子
　
一
夫 

教
　
授�

甲
斐
　
教
行 

助
教
授�

島
　
　
　
剛 

助
教
授�

吉
田
　
紘
子 

教
　
授�

新
井
　
英
靖 

講
　
師�

大
谷
　
尚
子 

教
　
授�

十
河
　
雅
典 

教
　
授�

曽
我
日
出
夫 

教
　
授�

藤
間
　
昌
一

助
教
授�

天
埜
　
堯
義

教
　
授�

高
妻
　
孝
光

助
教
授�

堀
　
　
良
通 

教
　
授�

井
村
　
久
則 

教
　
授�

渡
邉
　
　
堯 

教
　
授�

鹿
子
嶋
憲
一 

教
　
授�

仙
波
　
一
郎 

教
　
授�

桑
原
　
祐
史 

講
　
師�

中
曽
根
英
雄 

教
　
授�

理
学
部
　
　
　
　
　
6
番
教
室�

理
学
部
　
　
　
　
　
4
番
教
室�

理
学
部
　
　
　
　
　
4
番
教
室�

理
学
部
　
　
　
　
　
1
番
教
室�

理
学
部
　
　
　
　
　
1
番
教
室�

理
学
部
　
　
　
　
　
1
番
教
室�

人
文
学
部
　
講
義
棟
14
番
教
室
�

人
文
学
部
　
講
義
棟
21
番
教
室
�

人
文
学
部
 
講
義
棟
22
番
教
室
�

共
通
教
育
棟
2
号
館
14
番
教
室
�

休
憩:

昼
休
み
　
12
時
30
分
〜
13
時
50�
分�

公
開
授
業（
11
時
〜
12
時
30
分
）�

朝
山
　
宗
彦 

助
教
授�

共
通
教
育
棟
2
号
館
10
番
教
室
�

水
環
境
保
全
学�

平
成
13
年
度
７
月
14
日（
土
）�

　
公
開
授
業
　
11
時
〜
12
時
30
分�

　
学
部
等
紹
介
　
２
時
〜
４
時
30
分�

茨
城
大
学
　
水
戸
キ
ャ
ン
パ
ス�

茨
城
県
水
戸
市
文
京
2
ー
1
ー
1
�

日
　
時
�

場
　
所
�

中
村
　
　
豊 

教
　
授�

共
通
教
育
棟
2
号
館
13
番
教
室
�

　
平
成
十
三
年
七
月
十
四
日
、
茨
城
大
学
で
は
、

多
種
多
彩
な
公
開
授
業
と
各
学
部
の
説
明
会
を
組

み
合
わ
せ
た
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
を
実
施
い
た

し
ま
す
。

　
茨
城
大
学
と
の
つ
な
が
り
は
、
秋
の
茨
苑
祭

（
水
戸
キ
ャ
ン
パ
ス
の
学
園
祭
）
の
と
き
だ
け
と

お
っ
し
ゃ
る
方
々
が
多
い
か
と
思
い
ま
す
。

茨
城
大
学
で
は
、
よ
り
多
く
の
方
々
に
、
私
た
ち

の
教
育
活
動
を
体
験
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
、

生
涯
学
習
の
お
手
伝
い
や
公
開
講
座
、
出
張
授
業

な
ど
、
様
々
な
活
動
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
そ
の

極
め
付
け
が
、
公
開
授
業
で
す
。

　
公
開
授
業
は
、
各
学
部
の
先
生
が
、
茨
城
大
学

の
教
育
・
研
究
成
果
を
バ
ッ
ク
に
、
高
校
生
に
も

分
か
り
や
す
く
講
義
い
た
し
ま
す
。
世
の
中
を
騒

が
せ
て
い
る
Ｉ
Ｔ
（
情
報
技
術
）
革
命
の
分
野
だ

け
で
は
な
く
、
学
問
は
日
々
着
実
に
変
化
を
遂
げ

て
い
ま
す
。

　
受
験
を
希
望
さ
れ
て
い
る
高
校
生
の
皆
さ
ん
、

ご
父
兄
の
方
々
、
高
校
の
先
生
方
を
は
じ
め
教
育

関
係
の
方
々
、
卒
業
生
の
方
々
、
さ
ら
に
は
マ
ス

コ
ミ
の
方
々
に
、
水
戸
キ
ャ
ン
パ
ス
で
茨
城
大
学

の
教
育
活
動
の
一
端
に
直
接
触
れ
て
い
た
だ
き
た

く
、
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
の
ご
案
内
を
申
し
上

げ
ま
す
。

　
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
の
趣
旨
の
一
端
を
紙
上

で
も
ご
理
解
い
た
だ
け
れ
ば
と
考
え
、
今
回
の

「
特
集
」
を
企
画
い
た
し
ま
し
た
。「
今
日
の
時
間

割
」
の
タ
イ
ト
ル
の
も
と
、
高
校
の
社
会
、
芸
術
、

情
報
、
理
科
の
各
教
科
が
、
大
学
に
お
い
て
は
学

問
的
に
ど
の
よ
う
に
取
扱
わ
れ
て
い
る
の
か
、
そ

の
実
態
の
一
部
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　
茨
城
大
学
に
入
学
し
、
自
分
の
学
問
的
な
興

味
・
関
心
を
伸
ば
そ
う
と
す
る
と
ど
ん
な
こ
と
に

な
る
の
か
、
高
校
の
も
の
と
は
ど
の
よ
う
に
異
な

る
の
か
、
学
問
が
専
門
化
し
、
高
度
化
す
る
と
ど

う
な
る
の
か
、
等
と
い
っ
た
疑
問
へ
の
回
答
と
し

て
ご
参
考
に
な
れ
ば
幸
い
で
す
。
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学
部�

内
　
　
　
　
容�

会
　
　
場�

時
　
　
間�

人文学部�教育学部�理学部�工学部�農学部�

１
挨
拶�

２
人
文
学
科
に
つ
い
て�

３
社
会
科
学
科
に
つ
い
て�

４
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科
に
つ
い
て�

５
学
園
生
活
に
つ
い
て�

６
質
疑
応
答�

１
学
部
長
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ�

２
教
育
学
部
の
概
要（
ビ
デ
オ
に
よ
る
教
育
学
部
の
紹
介
）�

３
教
育
学
部
で
学
ぶ
こ
と�

４
学
園
生
活
の
紹
介�

５
質
疑
応
答�

�

１
挨
拶�

２
理
学
部
に
お
け
る
専
門
教
育
に
つ
い
て�

３
各
学
科
の
施
設
見
学
、ビ
デ
オ
に
よ
る
大
学
・
学
科
紹
介�

４
質
疑
応
答�

�

１
挨
拶�

２
農
学
部
の
概
要（
ビ
デ
オ
に
よ
る
農
学
部
の
紹
介
）�

３
大
講
座
の
紹
介�

４
質
疑
応
答�

�

１
学
部
長
あ
い
さ
つ�

２
工
学
部
の
概
要�

３
工
学
部
の
入
試
概
要�

４
各
学
科
紹
介�

５
質
疑
応
答�

人
文
学
部
講
義
棟�

�
�
�
10
番
教
室�

�
�
�
11
番
教
室�

�
�
�
12
番
教
室�

教
育
学
部
D
棟�

�
�

101
番
教
室�

�
�

201
番
教
室�

共
通
教
育
棟�

　
　
２
号
館
10
番
教
室�

附
属
図
書
館
１
階
ロ
ビ
ー�

理
学
部
　
　
10
番
教
室�

講
　
　
堂�

２
時
〜
４
時
30
分�

終
了
予
定�

２
時
〜
４
時
30
分�

終
了
予
定�

２
時
〜
４
時
30
分�

終
了
予
定�

２
時
〜
４
時
30
分�

終
了
予
定�

２
時
〜
４
時
30
分�

終
了
予
定�

１
時
〜
５
時�
１
学
内
資
料（
シ
ラ
バ
ス
等
）の
展
示�

２
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
大
学
進
学
情
報（
ハ
ー
ト
シ
ス
テ
ム
）�

　

及
び
茨
城
大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
デ
モ
実
施�

�
学
部
等
紹
介（
２
時
〜
４
時
30
分
）�

情
報
公
開
展
示
コ
ー
ナ
ー（
１
時
〜
５
時
）�

水戸駅�

至大宮・矢祭山�

至常陸太田�
至日立�

至御前山�

至小川�

至赤塚�
至土浦�

JR線�

至土浦・東京�

至いわき・仙台�

N

千波湖�

石川町�

末広町�

那珂川�

袴塚�
栄町�

大工町�
50

123

118

349

銀行●�●郵便局�

茨 城 大 学 �

水戸キャンパス�
●�

【学校案内図】�

▲盛況だった平成12年度の公開授業風景

　　　　　　　　　　　　　大学までのアクセス�
JR常磐線水戸駅下車。水戸駅北口のバスターミナルにて、
�番の茨城交通バス「茨城大学（栄町経由）行きに乗車し
て、「茨城大学前にて下車。（所要時間約25分）、徒歩2分。
（朝の渋滞に巻き込まれるとバスが40分くらいかかる場合
があります。ご注意下さい。
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特集・今日の時間割特集・今日の時間割�特集・今日の時間割�
1時限目�

芸� 会�

農
を
媒
介
と
す
る
人
・
土
・
水
の

関
係
の
ト
ー
タ
ル
デ
ザ
イ
ン
を
目

指
す

　
　
　
　
　
　
　
助
教
授
　
安
藤
　
光
義

　　
農
学
部
に
は
、
高
校
で
「
社
会
」
に
相

当
す
る
教
育
研
究
の
分
野
が
あ
り
ま
す
。

ど
う
し
て
農
学
部
で
社
会
が
必
要
な
の
で

し
ょ
う
か
。
農
学
部
で
は
、
農
業
と
い
う

人
間
の
営
み
に
よ
っ
て
創
ら
れ
、
維
持
さ

れ
て
き
た
「
農
環
境
」
と
い
う
自
然
環
境

を
研
究
対
象
と
し
て
い
る
か
ら
で
す
。
ど

れ
ほ
ど
経
済
的
な
発
展
を
遂
げ
よ
う
と

も
、
人
間
は
農
環
境
の
制
約
か
ら
逃
れ
る

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
環
境
問
題
は
、
そ

の
こ
と
を
最
も
明
快
に
示
し
て
い
ま
す
。

で
す
か
ら
、
人
間
の
活
動
を
相
対
化
し
、

農
業
を
媒
介
と
し
た
人
と
自
然
と
の
共
生

関
係
を
考
え
る
こ
と
は
、
農
学
部
が
担
う

べ
き
重
要
な
教
育
研
究
の
分
野
な
の
で

す
。

　
農
学
部
で
学
ぶ
「
社
会
」
は
、
一
般
的

に
「
農
業
経
済
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
そ

れ
は
市
場
原
理
を
基
本
原
則
と
す
る
通
常

の
経
済
学
と
異
な
り
、
自
然
環
境
や
「
風

土
」
の
制
約
を
重
視
す
る
た
め
、
場
合
に

よ
っ
て
は
文
化
人
類
学
ま
で
含
ん
だ
幅
広

い
内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
例
え
ば
、「
棚
田
」
の
保
全
も
私
た
ち
の

研
究
課
題
の
一
つ
で
す
。
こ
の
よ
う
な
生

産
効
率
の
悪
い
農
地
を
ど
う
し
て
守
ら
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。
棚
田

　
●
農
学
部
　
地
域
環
境
科
学
科

は
、
人
間
が
自
然
に
働
き
か
け
て

創
り
上
げ
て
き
た
歴
史
的
な
遺
産

で
あ
り
、
守
る
に
値
す
る
農
環
境

だ
か
ら
な
の
で
す
。
詳
細
に
つ
い

て
は
、
農
学
部
で
学
ぶ
「
社
会
」
に
よ
っ
て

明
ら
か
に
さ
れ
ま
す
。
農
学
部
で
は
、
農
環

境
を
第
一
と
す
る
立
場
か
ら
市
場
原
理
を
覆

す
た
め
の
研
究
が
行
わ
れ
て
い
る
と
言
っ
て

も
よ
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
農
学
部
に
お
け
る
「
社
会
」
は
、
農
を
媒

介
と
す
る
人
・
土
・
水
の
関
係
を
ト
ー
タ
ル

に
デ
ザ
イ
ン
す
る
た
め
の
「
総
合
学
習
」
な

の
で
す
。
私
た
ち
地
域
環
境
科
学
科
の
ス

タ
ッ
フ
と
一
緒
に
人
と
自
然
の
共
生
関
係
に

思
い
を
巡
ら
し
、そ
れ
を
実
現
す
る
た
め
の

設
計
図
を
描
い
て
み
ま
せ
ん
か
。

山口県油谷町の棚田。海から小さな水田が階段状に積み上がっている。

 

　 

　
地
域
経
済
と
ネ
ッ
ト
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ビ
ジ
ネ
ス

　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
教
授
　
小
宮
路
雅
博

  

ア
メ
リ
カ
で
の
い
わ
ゆ
る
ネ
ッ
ト
・
バ

ブ
ル
の
崩
壊
後
、
わ
が
国
で
も
（
と
り
わ

けP
C

経
由
の
）
ネ
ッ
ト
・
ビ
ジ
ネ
ス
は

急
速
に
「
普
通
の
ビ
ジ
ネ
ス
」
と
な
り
ま

し
た
。「
普
通
の
ビ
ジ
ネ
ス
」
に
は
さ
ま
ざ

ま
な
意
味
が
込
め
ら
れ
ま
す
。
例
え
ば
、

「
時
価
総
額
経
営
は
通
用
し
な
い
」、「
ビ

ジ
ネ
ス
・
モ
デ
ル
だ
け
で
は
資
金
調
達
は

難
し
い
」、「
ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て
ち
ゃ
ん
と

売
上
と
利
益
が
求
め
ら
れ
る
」
と
い
っ
た

こ
と
で
す
。

　
私
の
研
究
室
で
は
、
ネ
ッ
ト
・
ビ
ジ
ネ

ス
に
つ
い
て
「
試
行
錯
誤
期
が
終
わ
り
、

売
上
と
利
益
を
確
保
で
き
る
ビ
ジ
ネ
ス
・

モ
デ
ル
が
大
体
固
ま
っ
て
き
て
、
ビ
ジ
ネ

ス
基
盤
が
準
備
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
」、

「
一
種
の
“コ
モ
デ
ィ
テ
ィ
”
と
し
て
ビ
ジ

ネ
ス
基
盤
が
市
場
で
購
入
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
」
と
と
ら
え
、
茨
城
県
に
お
け
る

ネ
ッ
ト
・
ビ
ジ
ネ
ス
産
業
基
盤
の
調
査
研

究
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
は
、
ど
の

よ
う
な
種
類
の
企
業
が
何
を
商
品
と
し
て

提
供
し
て
い
る
か
、
ネ
ッ
ト
・
ビ
ジ
ネ
ス

産
業
を
形
成
す
る
企
業
間
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
、
等
が

テ
ー
マ
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
ネ
ッ
ト
・
ビ

ジ
ネ
ス
関
連
産
業
に
は
、
ビ
ッ
ト
・
バ

レ
ー
の
よ
う
に
特
定
の
地
域
に
企
業
が
集

●
人
文
学
部
　
社
会
科
学
科
　
産
業
企
業
論

ま
り
、一
種
の
集
積
を
形
成
し
て
緊
密
な
人

と
情
報
の
交
流
と
が
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
行
わ

れ
る
こ
と
が
メ
リ
ッ
ト
を
生
む
と
い
う
側
面

も
あ
り
ま
す
。
リ
ア
ル
な
集
積
の
点
で
も
、

ネ
ッ
ト
・
ビ
ジ
ネ
ス
は
地
域
経
済
と
の
結
び

付
き
が
強
く
な
り
ま
す
。集
積
は
ご
く
自
然

に
形
成
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、し
ば

し
ば
政
策
に
よ
り
誘
導
さ
れ
ま
す
。ど
こ
に

ど
の
よ
う
に
集
積
さ
れ
る
か
に
も
、や
は
り

一
定
の
「
ロ
ジ
ッ
ク
」
が
あ
り
ま
す
。
集
積

の
中
味
と
共
に
、集
積
プ
ロ
セ
ス
の
調
査
研

究
が
求
め
ら
れ
ま
す
し
、こ
れ
は
政
策
論
と

し
て
の
調
査
研
究
で
も
あ
る
わ
け
で
す
。地域と一体化したネットビジネスを説く小宮路教授
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特集・今日の時間割�
2時限

目�
術�芸�芸�

絵
を
描
き
た
い
人
へ

　
　
　
　
　
　
　
　
教
授
　
十
河
　
雅
典

　
き
れ
い
な
人
を
名
画
の
よ
う
に
描
き
た

い
、
美
し
い
風
景
を
油
絵
具
を
使
っ
て
描

き
た
い････

。
今
で
は
誰
で
も
画
材
屋
さ

ん
で
道
具
を
揃
え
れ
ば
始
め
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
腕
に
自
信
の
な
い
人
の
た
め
に

は
沢
山
の
技
法
書
が
出
版
さ
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
で
は
、

初
級
か
ら
上
級
ま
で
様
々
な
講
座
が
用
意

さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
百
年
前
の
日
本

で
油
絵
を
描
く
こ
と
は
極
め
て
困
難
な
作

業
で
し
た
。
ま
し
て
や
西
洋
画
家
を
目
指

す
こ
と
は
、
国
運
を
背
負
っ
た
大
事
業

だ
っ
た
の
で
す
。
そ
う
し
た
状
況
か
ら
一

世
紀
を
経
て
、
現
在
私
た
ち
の
社
会
に
お

け
る
油
絵
の
位
置
は
「
良
き
趣
味
」
と
し

て
定
着
し
て
い
る
よ
う
で
す
。

　
一
方
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
絵
画
は
、
日
本

が
そ
の
技
法
や
理
論
を
学
ぴ
始
め
た
頃
、

急
速
に
変
貌
し
解
体
し
て
い
き
ま
す
。
15

世
紀
以
来
続
い
て
き
た
線
遠
近
法
に
よ
る

再
現
描
写
法
が
根
本
か
ら
問
い
直
さ
れ
て

い
く
の
で
す
。
20
世
紀
の
西
洋
絵
画
の
基

本
姿
勢
は
、
伝
統
的
な
慣
習
か
ら
解
放
さ

れ
た
絵
画
が
、
そ
の
内
在
的
価
値

を
見
い
だ
そ
う
と
し
て
自
立
す
る

と
こ
ろ
に
あ
り
ま
す
。
絵
画
の
分

析
と
要
素
還
元
、
純
粋
性
の
追

求
、
絵
画
と
は
何
か
を
問
う
自
己

言
及
性
、
反
芸
術
的
態
度
、
不
可

●
教
育
学
部
　
情
報
文
化
課
程
　
表
現
文
化
コ
ー
ス

視
的
イ
メ
ー
ジ
の
追
求
等
々
、表
現
上
の
実

験
が
入
り
乱
れ
つ
つ
進
行
し
た
の
で
す
。結

果
と
し
て
、20
世
紀
美
術
は
抽
象
絵
画
を
誕

生
さ
せ
、そ
の
充
実
を
見
る
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。
し
か
し
一
九
七
〇
年
代
に
は
、
大
き

な
キ
ャ
ン
バ
ス
に
白
い
油
絵
具
を
塗
っ
た
だ

け
の
作
品
〈
ロ
バ
ー
ト
・
ラ
イ
マ
ン
）
の
よ

う
な
傾
向
が
現
れ
、絵
画
の
純
粋
性
追
求
の

限
界
に
至
り
ま
す
。
い
わ
ゆ
る
モ
ダ
ン
・

ア
ー
ト
の
終
焉
で
す
。

　
21
世
紀
の
現
在
、
過
去
の
混
沌
を
振
り

返
っ
て
改
め
て
思
う
こ
と
は
、も
と
も
と
人

間
は
不
完
全
な
生
き
物
で
あ
り
、多
義
的
な

存
在
で
あ
る
と
い
う
事
実
で
す
。
で
す
か

ら
、
大
学
で
美
術
を
学
び
表
現
を
志
す
人

は
、こ
れ
ま
で
に
少
な
か
ら
ず
見
ら
れ
た
純

枠
病
の
陥
穿
に
陥
る
こ
と
な
く
、ま
た
外
来

の
理
論
や
過
去
の
価
値
観
の
一
方
的
奴
隷
と

な
る
こ
と
も
な
く
、足
下
の
現
実
を
見
つ
め

る
営
為
か
ら
表
現
を
建
ち
上
げ
て
も
ら
い
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。未
来
は
険
し
い
か
も

し
れ
ま
せ
ん
が
、そ
れ
だ
け
に
挑
戦
の
し
が

い
も
あ
り
ま
す
。描
く
と
い
う
人
間
に
と
っ

て
原
初
的
な
行
為
が
生
み
出
す「
絵
画
」は
、

尽
く
す
こ
と

の
で
き
な
い

豊
饒
さ
を
湛

え
た
表
現
の

泉
と
し
て
長

い
歴
史
を
刻

ん
で
い
る
の

で
す
。

あ
な
た
は
き
れ
い
で
快
適
な
ま
ち

に
住
み
た
く
あ
り
ま
せ
ん
か

                       

教
授    

小
柳
　
武
和

�
　
景
観
工
学
誕
生
の
背
景

　
西
欧
で
は
、
美
し
い
自
然
、
心
和
む
田

園
、
き
れ
い
で
快
適
な
都
市
へ
の
憧
れ

が
、ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
・
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ュ

ア(L
a
n
d
s
c
a
p
e
 A
rc
h
ite

c
tu
re
)

、

ア
ー
バ
ン
・
デ
ザ
イ
ン(

U
r
b
a
n

D
e
s
ig
n
)

、
シ
ヴ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ン

(C
ivic

 D
e
sig

n
)

と
い
っ
た
概
念
と
技
術

を
生
み
出
し
て
き
ま
し
た
。

　
一
方
、
昭
和
30
年
代
後
半
の
日
本
は
、

大
規
模
開
発
に
よ
る
自
然
破
壊
、
伝
統
的

町
並
み
の
消
滅
な
ど
が
社
会
問
題
化
す
る

中
で
、
景
観
へ
の
関
心
が
高
ま
り
、
そ
れ

に
応
え
る
形
で
、
道
路
、
橋
な
ど
の
公
共

施
設
お
よ
び
都
市
、
地
域
、
自
然
な
ど
生

活
空
間
・
環
境
に
お
け
る
景
観
計
画
の
た

め
の
理
論
や
技
術
の
体
系
化
を
目
指
す
景

観
工
学
が
生
ま
れ
ま
し
た
。

�
　
景
観
工
学
の
方
法
論

　
景
観
工
学
の
理
論
的
ベ
ー
ス
は
、
景
観

現
象
の
構
造
（
成
り
立
ち
）
を
解
明
し
、
そ

の
構
成
要
素
・
要
因
を
操
作
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
よ
り
よ
い
景
観
を
保
全
・
創
造

で
き
る
と
い
っ
た
考
え
方
で
す
。
景
観
現

象
解
明
の
方
法
と
し
て
は
、
写
真
や
透
視

図
の
よ
う
な
透
視
形
態
や
構
図
と
い
っ
た

見
え
方
、
お
よ
び
そ
の
観
察
者
が
抱
く
感

情
や
イ
メ
ー
ジ(im

a
g
e
)

と
い
っ
た
心

●
工
学
部
　
都
市
シ
ス
テ
ム
工
学
科

理
・
意
味
的
側
面
の
両
面
か
ら
ア
プ
ロ
ー
チ

し
ま
す
。
そ
こ
で
は
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
グ
ラ

フ
ィ
ッ
ク
ス
や
計
量
心
理
学
的
手
法
な
ど
が

応
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

�
　
景
観
形
成
の
仕
組
み
づ
く
り

　
近
年
、我
国
で
は
美
し
く
個
性
的
な
ま
ち

づ
く
り
へ
の
関
心
が
高
ま
り
、都
市
景
観
形

成
モ
デ
ル
事
業
な
ど
都
市
景
観
に
関
わ
る
事

業
制
度
の
整
備
と
と
も
に
、市
民
参
加
に
よ

る
都
市
景
観
づ
く
り
が
活
発
に
な
っ
て
い
ま

す
。
事
実
、
多
く
の
都
市
で
、
き
れ
い
な
町

並
み
や
公
共
施
設
が
整
備
さ
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。こ
の
よ
う
な
景
観
行
政
や
景
観

形
成
の
た
め
の
仕
組
み
づ
く
り
も
景
観
工
学

の
重
要
な
研
究
対
象
領
域
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　
な
お
、わ
が
国
に
お
け
る
公
共
施
設
の
景

観
設
計
は
、「
デ
ザ
イ
ン
」
あ
る
い
は
「
芸

術
」と
い
っ
た
こ
と
を
意
識
し
す
ぎ
る
あ
ま

り
、「
奇
抜
」
や
「
華
美
」
に
走
り
、
そ
の
場

に
似
つ
か
わ
し
く
な
い
も
の
が
で
き
て
し
ま

う
と
い
っ
た
悪
い
点
が
多
く
見
受
け
ら
れ
ま

す
。
そ
の
都
市
の
気
候
風
土
や
自
然
景
観
・

環
境
に
調
和
し
、将
来
と
も
愛
さ
れ
る
公
共

空
間
づ

く
り
が
、

「
景
観
工

学
」
の
重

要
な
課

題
と
考

え
て
い

ま
す
。
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ナイトスケープ（夜景）も重要な研究テーマ
（ヴェローナ、イタリア）

心象風景の表現にチャレンジ



特集・今日の時間割特集・今日の時間割�特集・今日の時間割�
3時限目�

理� 報�
体
の
ク
セ
、

　
知
っ
て
い
ま
す
か
？
…

　
　「
速
度
見
越
反
応
検
査
」

　
　
　
　
　
　
　
　
講
師
　
宮
崎
　
章
夫

　
自
動
車
の
運
転
適
性
を
調
べ
る
心
理
検

査
を
ご
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。
写
真
の
よ
う

に
、
車
に
見
た
て
た
光
点
が
右
か
ら
左
に

向
か
っ
て
進
み
、
ト
ン
ネ
ル
の
よ
う
な
遮

蔽
部
分
に
隠
れ
ま
す
。
ト
ン
ネ
ル
の
反
対

側
か
ら
光
点
が
出
て
く
る
と
思
う
と
き

に
、
タ
イ
ミ
ン
グ
よ
く
手
元
の
ボ
タ
ン
を

押
す
こ
と
が
課
題
で
す
。
ト
ン
ネ
ル
に

入
っ
て
二
〇
八
〇
ミ
リ
秒
後
に
ボ
タ
ン
を

押
す
と
正
答
で
す
が
、
正
答
よ
り
も
速
く

ボ
タ
ン
を
押
し
て
し
ま
う
反
応
（
尚
早
反

応
）
を
出
す
人
が
多
々
み
ら
れ
ま
す
。

　
面
白
い
こ
と
に
、
尚
早
反
応
は
、
自
分

で
ボ
タ
ン
を
押
す
必
要
が
な
い
課
題
で
は

現
れ
ま
せ
ん
。
例
え
ば
、
検
査
で
他
人
が

ボ
タ
ン
を
押
す
場
面
を
観
察
し
て
も
ら

い
、
そ
の
反
応
が
「
早
す
ぎ
る
／
遅
す
ぎ

る
／
ぴ
っ
た
り
で
あ
る
」
か
を
尋
ね
ま

す
。
自
分
で
は
、
尚
早
反
応
を
出
し
や
す

い
人
で
あ
っ
て
も
、
他
人
の
尚
早
反
応
に

は
、
敏
感
に
気
づ
い
て
「
早
す
ぎ
る
」
と

判
断
で
き
ま
し
た
。
頭
の
中
で
は
、
正
確

な
速
度
判
断
が
で
き
て
い
る
よ
う
で
す
。

　
と
こ
ろ
が
体
を
使
っ
た
判
断
に
な
る

と
、
上
手
く
い
き
ま
せ
ん
。
ボ
タ
ン
を
押

す
の
を
手
が
待
ち
き
れ
ず
、
判
断
自
体
が

お
ろ
そ
か
に
な
る
よ
う
で
す
。
尚
早
反
応

は
、
普
段
の
運
転
場
面
で
頻
繁
に
顔
を
だ

●
人
文
学
部
　
人
文
学
科
　
心
理
学
研
究
室

し
ま
す
。「
前
後
左
右
の
確
認
を
し
て
か
ら

発
進
」
な
ど
の
交
通
ル
ー
ル
を
、
頭
で
は
理

解
し
て
い
も
、ハ
ン
ド
ル
を
握
る
と
確
認
よ

り
も
先
に
ア
ク
セ
ル
を
踏
ん
で
し
ま
う
人
が

い
ま
す
ね
。
機
械
の
情
報
処
理
と
は
異
な

り
、
人
間
は
動
き
の
中
で
考
え
ま
す
。
そ
の

体
に
は
、本
人
で
さ
え
も
知
ら
な
い
ク
セ
が

備
わ
っ
て
い
る
の
で
、思
わ
ぬ
事
故
に
結
び

つ
く
の
で
す
。検
査
で
尚
早
反
応
を
出
す
人

は
、事
故
に
あ
い
や
す
い
こ
と
も
実
際
に
分

か
り
ま
し
た
。運
転
の
ク
セ
を
本
人
に
自
覚

し
て
も
ら
っ
た
り
、適
切
な
ア
ド
バ
イ
ス
を

お
こ
な
う
な
ど
、検
査
の
結
果
は
安
全
教
育

に
生
か
さ
れ
て
い
ま
す
。

速度見越反応検査機で体のクセの診断

バ
イ
オ
イ
ン
フ
ォ
マ
テ
ィ
ク
ス
か

ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ「
―
生
物
の
仕
組

み
は
、
ハ
イ
テ
ク
情
報
の
宝
庫
―
」

　
　
　
　
　
　
　
助
教
授
　
米
澤
　
保
雄

　
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
が
商
業
化
さ
れ
て
早
く

も
、
半
世
紀
以
上
経
過
し
ま
し
た
。
し
か

し
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
開
発
当
時
か
ら
の
夢

の
一
つ
、
人
工
知
能
は
い
ま
だ
夢
の
ま
ま

で
す
。
半
世
紀
の
間
に
計
算
機
と
し
て
の

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
機
能
は
、
従
来
の
機
器

と
は
比
べ
も
の
に
な
ら
な
い
ほ
ど
、
飛
躍

的
な
進
歩
・
発
展
を
遂
げ
ま
し
た
。
そ
の

速
度
、
精
度
の
い
ず
れ
を
と
っ
て
も
我
々

人
間
の
機
能
を
遥
か
に
超
え
て
し
ま
い
ま

し
た
。
し
か
し
、
人
工
の
知
能
創
生
は
い

ま
だ
遠
い
の
が
現
実
で
あ
り
、
知
能
に
関

し
て
は
我
々
を
含
む
高
等
生
物
が
、
い
ま

だ
に
独
占
状
態
を
続
け
て
い
ま
す
。
　

生
物
学
の
分
野
で
は
ワ
ト
ソ
ン
＆
ク
リ
ッ

ク
の
「D

N
A

の
２
重
ラ
セ
ン
」
の
発
見
以

来
、
単
な
る
分
類
学
・
博
物
学
的
な
存
在

か
ら
、
膨
大
な
生
体
分
子
機
構
が
織
り
成

す
分
子
シ
ス
テ
ム
学
へ
と
変
貌
し
ま
し

た
。
そ
の
典
型
的
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が

「
ヒ
ト
ゲ
ノ
ム
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
で
す
。

ヒ
ト
を
中
心
と
す
るD

N
A

レ
ベ
ル
の
配

列
情
報
を
ほ
ぼ
解
読
し
て
い
ま
す
。

D
N
A

の
解
読
に
、
活
躍
し
た
の
が
初
期

の
バ
イ
オ
イ
ン
フ
ォ
マ
テ
ィ
ク
ス
で
、
膨

大
な
遺
伝
子
配
列
の
解
析
に
絶
大
な
威
力

を
発
揮
し
ま
し
た
。
現
在
の
バ
イ
オ
テ
ク

ノ
ロ
ジ
ー
が
あ
る
の
は
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

●
工
学
部
　
シ
ス
テ
ム
工
学
科

に
よ
るD

N
A

配
列
情
報
解
析
が

あ
っ
た
か
ら
と
言
っ
て
過
言
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
そ
し
て
、
今
、
第

２
期
の
バ
イ
オ
イ
ン
フ
ォ
マ
テ
ィ

ク
ス
が
到
来
し
て
い
ま
す
。

　
生
物
の
仕
組
み
は
、ハ
イ
テ
ク
情
報
処
理

の
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
の
宝
庫
で
す
。
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
に
は
免
疫
的
機

構
が
、
自
律
分
散
知
能
に
は
動
物
・
昆
虫
集

団
の
群
知
能
が
、
そ
し
て
、
長
年
の
夢
で
あ

る
人
工
知
能
の
創
生
に
は
、我
々
の
脳
の
働

き
を
模
倣
す
る
人
工
脳,
D
N
A

コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
（
図
参
照
）
に
生
物
の
仕
組
み
が

反
映
さ
れ
て
い
ま
す
。
我
々
の
研
究
室
で

は
、
理
学
、
農
学
、
工
学
の
境
界
複
合
領
域

で
あ
る
「
生
物
に
学
ぶ
情
報
処
理
」
と
言
う

キ
ー
ワ
ー
ド
で
、バ
イ
オ
情
報
と
そ
の
シ
ス

テ
ム
の
解
明
と
利
用
を
進
め
て
い
ま
す
。DNA凝集会合の課程：(a),(b).(c)と凝集会合し、(d)で脱凝縮している
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特集・今日の時間割�
4時限

目�
科�理�理�

理
論
物
理
学
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ

　
　
　
　
　
　
　
　
教
授
　
野
田
二
次
男

　「
数
理
科
学
」
は
、
一
般
に
数
学
中
心
と

考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
茨
城
大

学
で
は
数
理
科
学
科
の
中
に
理
論
物
理
学

の
分
野
が
あ
り
、
学
科
の
一
つ
の
特
徴
と

な
っ
て
い
ま
す
。
学
問
の
最
先
端
の
分
野

で
は
、
数
学
と
理
論
物
理
学
は
相
互
に
刺

激
し
あ
い
な
が
ら
新
た
な
学
問
領
域
を
展

開
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。
今
日
、
理
論
物
理

学
は
、
宇
宙
の
す
べ
て
を
記
述
す
る
「
統

一
理
論
」
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
こ
の
た

め
新
た
な
数
学
の
開
拓
が
必
要
と
考
え
ら

れ
て
い
ま
す
。

　
理
論
物
理
学
は
、
湯
川
、
朝
永
両
博
士

の
伝
統
を
引
き
継
ぐ
学
問
で
す
。
ア
イ
ン

シ
ュ
タ
イ
ン
は
「
理
論
物
理
学
の
方
法
」

に
つ
い
て
「
理
論
物
理
学
の
完
全
な
体
系

は
、
物
理
概
念
と
、
こ
の
概
念
に
照
ら
し

て
妥
当
な
基
礎
法
則
と
、
論
理
的
な
演
繹

に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
結
論
と
か
ら
出
来
上

が
っ
て
い
る
。
私
た
ち
の
バ
ラ
バ
ラ
な
経

験
に
対
応
す
べ
き
も
の
は
ま
さ
に
こ
の
結

論
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
ま
す
。
相
対
性

理
論
は
、
こ
の
よ
う
な
方
法
に
よ
っ
て
構

築
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
物
理
を
高
校
で
学
ぶ
と
き
「
微
分
・
積

分
・
微
分
方
程
式
等
の
使
用
禁
止
」
が
課

せ
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
論
理
展
開
に
は
制

限
が
あ
り
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
論
理
的

な
結
論
で
あ
る
「
公
式
が
や
た
ら
と
多

●
理
学
部
　
数
理
科
学
科
　
数
理
物
理
学
講
座

い
」と
い
う
物
理
嫌
い
の
理
由
に
な
っ
て
い

ま
す
。
ニ
ュ
ー
ト
ン
自
身
、
微
分
・
積
分
と

い
う
新
し
い
数
学
を
開
発
し
な
が
ら
ニ
ュ
ー

ト
ン
力
学
を
構
築
し
た
の
で
す
。

　
本
来
、
物
理
学
は
「
原
理
や
法
則
か
ら
論

理
的
に
多
く
の
事
が
説
明
で
き
る
」学
問
で

あ
り
、あ
ら
ゆ
る
自
然
現
象
の
解
明
を
目
指

す
も
の
で
す
。物
理
学
と
い
う
学
問
の
こ
の

よ
う
な
特
徴
に
気
が
つ
い
た
と
き
物
理
が
大

好
き
に
な
っ
て
い
ま
す
。
大
学
で
は
「
人
間

の
知
性
の
自
由
な
発
想
」と
し
て
の
物
理
学

を
学
ぶ
こ
と
が
出
来
ま
す
。
ま
た
、
物
理
学

的
な
手
法
は
21
世
紀
に
お
い
て
も
重
要
な
役

割
を
果
た
す
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

自
然
現
象
の
解
明
を
目
指
す
物
理
学
は
、多

く
の
若
者
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
待
っ
て
い
ま

す
。

科
学
と
教
育
の
狭
間
de
乾
杯

ー
目
標
は
「
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
で

き
る
宮
沢
賢
治
」
ー

　
　
　
　
助
教
授
　
大
辻
　
　
永

　
大
学
の
機
能
を
教
官
の
側
か
ら
み
る

と
、
大
き
く
２
つ
に
分
け
ら
れ
ま
す
。
一

つ
は
研
究
、
も
う
一
つ
は
教
育
で
す
。
専

門
領
域
に
よ
っ
て
も
異
な
り
ま
す
が
、
前

者
は
新
し
い
何
か
を
ま
と
め
発
表
す
る
こ

と
で
す
。
茨
城
大
学
の
教
官
は
、
新
し
い

何
か
を
日
々
模
索
し
て
い
ま
す
。

　
も
う
１
つ
の
機
能
で
あ
る
教
育
面
は
、

学
生
を
教
育
す
る
こ
と
で
す
。
学
生
側
か

ら
見
れ
ば
、
大
学
で
研
鑚
を
積
み
自
ら
を

磨
き
あ
げ
る
部
分
で
す
。
高
校
ま
で
は
教

育
機
関
で
す
。
大
学
は
教
育
機
関
で
も
あ

り
、
研
究
機
関
で
も
あ
り
ま
す
。

　
私
の
研
究
領
域
は
科
学
教
育
で
す
。
普

通
、「
理
科
を
ど
う
や
っ
て
教
え
る
か
を

研
究
し
て
い
る
」
と
自
己
紹
介
す
る
人
が

多
い
の
で
す
が
、
私
は
「
理
科
を
ど
う

や
っ
て
教
え
て
は
い
け
な
い
か
を
研
究
し

て
い
る
」
と
言
う
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

大
学
は
学
問
の
府
で
あ
り
、
冷
静
に
、
客

観
的
、
合
理
的
、
分
析
・
総
合
的
検
討
を

経
て
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
ー
の
あ
る

研
究
を
す
る
場
で
あ
っ
て
、
ノ
ウ

ハ
ウ
に
走
る
場
で
は
な
い
か
ら
で

す
。
科
学
と
は
何
か
、
子
ど
も
の
特

性
に
つ
い
て
、
授
業
分
析
、
海
外
の

比
較
調
査
、
文
化
論
か
ら
の
ア
プ

●
教
育
学
部
　
理
科
教
育
講
座

ロ
ー
チ
、
環
境
問
題
等
科
学
と
社
会
の
関

係
。
科
学
と
教
育
の
境
界
領
域
は
、
実
に
観

点
が
豊
富
で
す
。

　
私
の
教
育
面
で
の
仕
事
は
，学
生
さ
ん
を

理
科
の
教
師
に
育
て
あ
げ
る
こ
と
で
す
。学

生
さ
ん
の
教
育
は
教
育
と
し
て
、自
分
の
研

究
と
分
け
て
考
え
て
い
ま
す
。

　
理
科
教
師
に
な
る
に
は
、
多
く
の
知
識
・

技
能
・
態
度
を
身
に
付
け
て
い
た
だ
く
必
要

が
あ
り
ま
す
。
サ
ツ
マ
イ
モ
の
栽
培
、
天
台

望
遠
鏡
の
操
作
。
試
薬
類
の
知
識
を
持
ち
、

廃
液
処
理
法
を
知
っ
て
い
て
す
ぐ
に
準
備
で

き
る
こ
と
。コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
自
分
で
使
う

だ
け
で
な
く
、
利
用
法
を
指
導
で
き
る
こ

と
。「
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
で
き
る
宮
沢
賢
治
」

が
理
想
で
す
。
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生
物
制
御
化
学
研
究
室
で
は
、
自
然
界

に
あ
る
植
物
か
ら
未
知
の
活
性
物
質
を
見

つ
け
出
し
、
そ
の
物
質
の
分
析
と
有
機
合

成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
ボ
ク
た
ち
ハ
ッ
パ
隊
は
ひ
と
く
せ
も
、

ふ
た
く
せ
も
あ
る
化
学
物
質
の
作
用
機
構

を
解
明
す
る
こ
と
で
新
し
い
薬
品
、
食
品

と
し
て
の
有
用
性
や
環
境
改
善
の
ヒ
ン
ト

を
発
見
し
、
役
立
て
る
た
め
に
日
々
実
験

を
続
け
て
い
ま
す
。

　
実
験
室
内
は
掃
除
が
行
き
届
い
て
お

り
、
部
屋
が
出
す
独
自
の
殺
虫
成
分
が
あ

る
の
で
虫
は
生
き
て
は
帰
れ
ぬ
ほ
ど
で

す
。
し
か
し
、
人
間
に
は
無
害
で
す
。
ハ
ッ

パ
隊
が
心
よ
り
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
４
年
生
　
宮
川
　
修
一

●
農
学
部
資
源
生
物
科
学
科

生
物
制
御
化
学
研
究
室

●
理
学
部
地
球
生
命
環
境
科
学
科

生
態
学
研
究
室

　
さ
ま
ざ
ま
な
環
境
の
中
で
の
植
物
の
生

活
・
生
態
に
関
す
る
研
究
を
行
っ
て
い
ま

す
。
多
く
の
学
生
が
三
人
の
先
生
と
と
も

に
、
植
物
個
体
か
ら
生
態
系
ま
で
の
広
い

範
囲
の
生
態
現
象
の
解
明
に
挑
ん
で
い
ま

す
。

　
実
際
の
仕
事
は
、
ブ
ナ
林
や
草
原
、
亜

高
山
、
海
岸
等
に
お
け
る
野
外
調
査
を
中

心
と
し
て
い
ま
す
が
、
室
内
実
験
、
パ
ソ

コ
ン
を
使
っ
た
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
モ
デ

ル
に
よ
る
研
究
も
盛
ん
で
す
。
学
会
発
表

や
他
の
大
学
・
研
究
機
関
と
の
交
流
も
活

発
で
す
。

　
ま
た
、
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
や
流
し
そ
う
め

ん
、
秋
の
旅
行
等
、
研
究
以
外
の
イ
ベ
ン

ト
も
盛
り
だ
く
さ
ん
で
す
。
ぜ
ひ
、
遊
び

に
来
て
実
感
し
て
く
だ
さ
い
。

http://ecology.sci.ibaraki.ac.jp/hom
e.htm

　
　
　
　
　
　
　
　
　
生
態
研
院
生
一
同 樹上における光合成の測定

　
池
畑
隆
先
生
を
中
心
に
、
イ
オ
ン
や
電

子
な
ど
の
粒
子
が
混
在
す
る
「
ブ
ラ
ズ

マ
」
を
巧
み
に
工
夫
し
た
研
究
を
行
な
っ

て
お
り
、
そ
の
応
用
は
多
岐
に
渡
り
ま

す
。

  

そ
の
中
で
、
私
の
研
究
は
現
在
社
会
問

題
化
し
て
い
る
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
や
環
境
ホ

ル
モ
ン
な
ど
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
計
測
す

る
シ
ス
テ
ム
の
実
現
を
目
指
し
て
い
ま

す
。
本
研
究
は
民
間
企
業
と
の
共
同
研
究

で
あ
り
、
製
品
化
を
念
頭
に
置
い
た
ス

ケ
ー
ル
の
大
き
な
研
究
を
行
な
え
る
こ
と

が
大
き
な
魅
力
で
す
。
学
会
等
に
参
加
す

る
機
会
に
も
恵
ま
れ
、
そ
の
成
果
は
日
本

経
済
新
聞
に
も
掲
載
さ
れ
ま
し
た
。
私
を

含
め
、
研
究
室
メ
ン
バ
ー
全
員
が
研
究
を

通
じ
て
、
充
実
し
た
生
活
を
送
っ
て
い
ま

す
。

　
　
　
　
　
　
修
士
謀
程
　
尾
崎
　
俊
雅

●
工
学
部
電
気
電
子
工
学
科

プ
ラ
ズ
マ
研
究
室

●
人
文
学
部
社
会
科
学
科

商
法
ゼ
ミ

　
私
た
ち
商
法
ゼ
ミ
は
、
梅
田
武
敏
先
生

の
も
と
、
三
年
生
三
名
、
四
年
生
八
名
で

構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
毎
年
、
四
年
生
全

員
で
一
つ
の
テ
ー
マ
を
決
め
、
そ
の
テ
ー

マ
に
基
い
て
ゼ
ミ
が
運
営
さ
れ
て
い
ま

す
。
そ
し
て
『
疑
問
に
感
じ
た
事
は
、
そ

の
場
そ
の
場
で
解
決
し
理
解
す
る
! 

』と

言
う
こ
と
を
モ
ッ
ト
ー
に
ゼ
ミ
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
夏
休
み
に
行
う
勉
強
合
宿

で
は
、
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
独
自
の

テ
ー
マ
に
お
け
る
発
表
を
し
ま
す
。
そ
こ

で
は
、
た
く
さ
ん
の
知
識
を
身
に
付
け
る

こ
と
が
出
来
ま
す
。
ま
た
、
時
に
は
梅
田

先
生
大
好
物
の
餃
子
を
宇
都
宮
へ
食
べ
に

行
っ
た
り
も
し
ま
す
。
勉
強
だ
け
で
な
く

い
ろ
い
ろ
な
面
で
充
実
で
き
る
ゼ
ミ
で

す
。

　
　
　
　
　
　
　
四
年
生
　
荒
井
　
　
薫

社会問題にプラズマの威力で挑戦

疑問には即座に取組む元気なゼミ生

植物の活性物質の利用に挑む研究生
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●
農
学
部
生
物
生
産
科
学
科

植
物
生
態
防
御
研
究
室

　
名
前
が
小
難
し
く
て
何
を
や
っ
て
い
る

研
究
室
な
の
か
わ
か
ら
な
い
と
思
い
ま
す

が
、私
た
ち
は 

作
物
の
病
気
に
つ
い
て
研

究
し
て
い
ま
す
。

　
作
物
の
収
穫
量
が
格
段
に
向
上
し
、
食

料
の
安
定
供
給 

が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た

の
は
、
作
物
の
病
気
を
抑
え
る
技
術
が
飛

躍
的
に
進
歩
し
て
き
た
か
ら
で
す
。
し
か

し
、
薬
剤
耐
性
菌
な
ど
次
々
と
新
し
い
問

題
が
出
て
き
て
い
ま
す
。
私
た
ち
は
こ
の

病
原
菌
の
作
物
へ
の
感
染
機
構
や
薬
剤
耐

性
に
な
る
メ
カ
ニ
ズ
ム
、
ま
た
こ
の
病
原

菌
に
抵
抗
性
を
も
つ
作
物
を 

作
り
出
す
と

い
っ
た
よ
う
な
研
究
を
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
環
境
を
修
復
す
る
た
め
の
技
術

『
バ
イ
オ
レ
メ
デ
ィ
エ
ー
シ
ョ
ン
』
に
も

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
作
物
病
害
や
環
境

問
題
に
興
味
の
あ
る
方
、
ぜ
ひ
た
ず
ね
て

み
て
く
だ
さ
い
。

　
テ
ニ
ス
の
強
い
人
も
募
集
中
！

　
　
　
　
　
　
　
４
年
次
　
錦
木
　
伸
允

　
電
波
天
文
学
と
い
う
学
問
を
知
っ
て
い

ま
す
か
？

 

　
私
た
ち
電
波
天
文
学
研
究
室
で
は
、宇

宙
か
ら
届
く
電
波
を
観
測
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
宇
宙
や
天
体
に
関
す
る
多
く
の

謎
を
解
決
す
る
た
め
の
研
究
を
行
っ
て
い

ま
す
。
先
端
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
を
用
い

た
受
信
機
と
巨
大
電
波
望
遠
鏡
を
駆
使
し

な
が
ら
、
宇
宙
の
本
当
の
姿
を
見
よ
う
と

し
て
い
る
の
で
す
。

　
私
た
ち
の
研
究
室
は
、
新
設
さ
れ
た
総

合
科
学
棟
の
最
上
階
に
あ
り
、
水
戸
市
内

を
見
渡
す
眺
め
の
い
い
と
こ
ろ
で
す
。
私

た
ち
は
、
世
界
の
天
文
台
を
利
用
し
て
観

測
し
た
デ
ー
タ
の
解
析
や
新
し
い
観
測
装

置
の
製
作
に
打
ち
込
ん
で
い
ま
す
。
先
端

的
研
究
に
誇
り
と
や
り
が
い
を
感
じ
つ

つ
、
充
実
し
た
毎
日
を
送
っ
て
い
ま
す
。

http://stars.sci.ibaraki.ac.jp/̃radio/

　
　
　
　
　
　
修
士
課
程
　
松
井
　
孝
博

●
理
学
部
自
然
機
能
科
学
科

　
　
　
電
波
天
文
学
研
究
室 最新の受信機とともに観測中

　
私
た
ち
の
ゼ
ミ
で
は
、
近
代
メ
デ
ィ
ア

を
用
い
た
第
二
言
語
学
習
の
方
法
を
勉
強

し
て
い
ま
す
。

　
要
す
る
に
、
テ
レ
ビ
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
を
使
っ
た
効
果
的
な
英
語
の
勉
強
の
方

法
で
す
。
学
生
は
六
人
で
先
生
は
三
人
。

も
ち
ろ
ん
先
生
方
は
外
国
人
で
す
。
そ
の

た
め
、
雑
談
も
欠
席
の
言
い
訳
も
全
て
英

語
で
す
。
そ
の
徹
底
ぶ
り
は｢

駅
前
留
学｣

に
も
負
け
ま
せ
ん
。
で
も
、「
私
っ
て
国
際

人
だ
な
」
と
い
う
自
信
と
満
足
感
が
得
ら

れ
ま
す
。
何
が
楽
し
く
効
果
的
な
英
語
の

勉
強
の
仕
方
か
と
い
う
こ
と
と
、
遅
刻
の

言
い
訳
な
ど
の
実
用
的
な
英
会
話
の
両
方

が
学
べ
る
盛
り
だ
く
さ
ん
で
、
楽
し
い
ゼ

ミ
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
３
年
生
　
瀬
谷
和
香
奈

●
人
文
学
部
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科

第
二
言
語
学
習

●
教
育
学
部
教
育
実
践
総
合
セ
ン
タ
ー

戸
塚
茂
則
研
究
室

　
ゼ
ミ
で
は
、「
友
人
関
係
」「
不
登
校
」

「
ア
ダ
ル
ト
・
チ
ル
ド
レ
ン
」
な
ど
教
育
に

関
し
て
各
自
が
興
味
の
あ
る
テ
ー
マ
を
幅

広
く
検
証
し
、
レ
ポ
ー
ト
を
も
と
に
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
す
る
と
い
う
形
式
で
進
行

し
て
い
ま
す
。
ま
た
月
に
一
度
、
現
場
の

先
生
が
抱
え
て
い
る
学
校
で
の
出
来
事
や

悩
み
を
話
し
合
う
会
、
常
陸
太
田
市
学
習

セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
て
い
る
公
開
講
座
等

に
も
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
会
に
参
加
し
、
様
々
な
人
の

話
を
聞
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
教
育
や
人
間

の
奥
深
さ
を
改
め
て
考
え
さ
せ
ら
れ
ま

す
。
現
在
私
に
と
っ
て
ゼ
ミ
は
、
子
ど
も

や
教
育
に
触
れ
る
と
同
時
に
「
自
分
」
と

い
う
も
の
を
見
つ
め
直
す
こ
と
の
出
来
る

大
切
な
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
３
年
生
　
輿
那
覇
歌
子

最新の機器を用いた耐性菌の研究

最新のテーマをもとに熱心な討議

英語にめげない元気なゼミ生



日
立
I
N
D
E
X

�
日
立
の
海
�

�
日
立
か
み
ね
公
園
�

�
日
立
シ
ビ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
�

　
日
立
に
は
、
河
原
子
、
久
慈
浜
な
ど

五
つ
の
海
水
浴
場
が
あ
る
。
こ
の
う
ち

の
一
つ
会
瀬
海
水
浴
場
ま
で
は
、
キ
ャ

ン
パ
ス
か
ら
車
で
十
分
と
い
う
近
さ
。

最
寄
り
の
海
岸
ま
で
は
、
何
と
徒
歩
で

十
五
分
程
度
。
現
実
に
疲
れ
た
ら
、
紺

碧
の
海
と
空
、
白

い
砂
浜
、
さ
ざ
波

の
心
地
よ
い
音
が

癒
し
て
く
れ
ま
す
。

テ
ス
ト
期
間
中
の

気
分
転
換
に
う
っ

て
つ
け
！

海
開

き
は
、
毎
年
海
の

日
（
七
月
二
十
日
）

前
後
で
す
。�

　
ち
ょ
っ
ぴ
り
近
未
来
都
市
感
覚
!?

な
デ
ザ
イ
ン
の
日
立
の
新
名
所
は
、
音

楽
ホ
ー
ル
、
図
書
館
、
情
報
プ
ラ
ザ
、

レ
ス
ト
ラ
ン
等
が
ひ
し
め
く
総
合
文
化

施
設
。
工
学
部
生
な
ら
、
ワ
ク
ワ
ク
多

様
な
実
験
が
楽
し
め
る
科
学
館
は
必
見
！

屋
上
庭
園
か
ら
は
、
阿
武
隈
山
系
ま
で

見
渡
せ
ま
す
。
日
立
駅
に
降
り
立
っ
た

人
の
度
肝
を
抜
く
、
巨
大
な
球
体
の
正

　
工
学
部
キ
ャ
ン
パ
ス
か
ら
車
で
北
へ

十
分
強
。
遊
園
地
に
プ
ー
ル
も
完
備
。

動
物
園
で
は
、
ゴ
リ
ラ
や
レ
ッ
サ
ー
パ

ン
ダ
、
ゾ
ウ
が
お
出
迎
え
。
工
学
部
生
が
、

し
ば
し
童
心
に
帰
れ
る
場
所
で
あ
る
。

イ
チ
オ
シ
は
、
頂
上
の
展
望
台
。
市
内

も
太
平
洋
も
一
望

で
き
る
し
、
夜
景

も
絶
品
！

緑
の

芝
生
の
余
り
の
心

地
よ
さ
に
、
た
ま

っ
た
実
験
の
こ
と

も
忘
れ
て
、
の
ん

び
り
昼
寝
も
い
い

か
も
ね
。�

四月Λ日（晴）�
　今日も朝から実験。ま
だ実験には不慣れで多少
手こずるが、タ方のお花
見の為に頑張る。夜桜が
とてもキレィだった。た
だ車通学のため、一滴も
飲めなかったのが残念。�
�

四月§日（曇）�
　シビックセンターの図
書館で読書。その後、海
岸を散歩した。知らない
おじさんから漂流物のメ
カブをもらう。なかなか
美味であった。漂流メカブ
･･･ ･病み付きになりそう。�
�
四月∴日（晴）�
　日立かみね公園へ桜を
見に行く。晴天に満開の
桜が映え、見事。芝生に
寝転がって、しばし堪能
する。動物園ではゴリラ
もライオンもお昼寝中。�
そういえば、この近くの
山には、サルやイノシシ
も出没するらしい。�

五月Ψ日（臭）�
　実験で扱うキチン・キトサンが
到着。もともと蟹の甲羅の成分だ
から、めちやくちや蟹臭い。これ
を酢酸で溶かしたら、研究室は腐
った蟹飯の匂いで充満していた。�
�
五月Σ日（波）�
　実験で行き詰まってしまった。
気晴らしに近所のＫ海岸で釣り。
目指すは伊勢エビ！（注…ムラサ
キウニも捕れるけど許可がなけれ
ば密漁になります。良い子は真似
しないでね）�
　天気はいいが、波が荒くて収穫ゼロ。�
　隣で釣ってるおじさんは、アイ
ナメごっそり釣れてるのに…洋服
が濡れているが、結局そのまま研
究室へ行き、実験続行。�

五月Ω日（疲）�
　Ｋ都大学、Ｎ良教育大、０茶の水
女子大学との勉強会のために夜行バ
スで一路Ｋ都ヘ。�
　勉強会では「人工生命を立ち上げ
るには、どのようなプロセスにすれ
ばいいか」を議論。�
　夜は、お酒も入りつつ、ポスター
発表があった。ロシア人のトーリャ
さんに質問され、先生に通訳をお願
いして何とか乗り切る。�
　翌日は、午前中のセミナー終了後、
Ｋ都観光。�
�
五月Ξ日（学）�
　phメーターは使い方だけでなく、
構造や仕組みを知っておく必要がある。
丸一日図書館にこもって勉強、勉強、
勉強。自分でも意外。やればできる。�

・日立キャンパス通!!�
の日常生活にズームアップ。�

ップリ自然に溶け込んだ日立の�
たと共に、日立にタッチング!!
取材・編集：茨城大学学生新聞部�

実験もキャンパスラブもおまかせあれ。�

日
立
の
花
火
、百
花
繚
乱�

�

製
図
？
い
え
器
具
と
格
闘
中�

�

乙
女
盛
り
の
チ
ェ
リ
ー
さ
ん�

�

そ
び
え
立
つ
情
報
工
学
科
棟�

裾
野
に
は
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
会
場�

�

実験器具と�
真剣勝負�
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�
日
立
の
桜
�

�
日
立
お
さ
か
な
セ
ン
タ
ー
�

　
日
本
桜
の
名
所
百
選
に
選
ば
れ
て
い

る
日
立
。
そ
の
中
で
も
、
と
び
き
り
の

桜
の
名
所
を
紹
介
し
ち
ゃ
い
ま
す
。�

　
ま
ず
は
、
日
立
駅
前
の
平
和
通
り
。

駅
か
ら
伸
び
る
桜
の
通
り
は
、
夜
に
な

る
と
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
ま
す
。
幻
想

的
な
桜
の
ト
ン
ネ
ル
を
恋
人
と
一
緒
に

歩
て
み
て
は
!?
�

　
お
次
は
、
常
陸
多
賀
駅
か
ら
続
く
、

大
学
通
り
。
工
学

部
を
見
学
に
来
る

時
に
は
、
こ
ち
ら

を
是
非
ご
覧
あ
れ
。�

　
最
後
に
か
み
ね

公
園
。
お
花
見
の

季
節
に
な
る
と
、

夜
桜
を
バ
ッ
ク
に
、

楽
し
い
宴
が
繰
り

広
げ
ら
れ
ま
す
。�

体
は
、
プ
ラ
ネ
タ

リ
ウ
ム
。
デ
ー
ト

コ
ー
ス
に
要
チ
ェ

ッ
ク
。
絶
景
と
宇

宙
の
壮
大
さ
を
堪

能
し
た
後
の
二
人

に
は
、
夜
の
広
場

ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
は
、

ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
極

ま
り
な
い
か
も
ね
。�

　
Ｒ
二
四
五
を
南
へ
車
を
走
ら
せ
る
こ

と
三
十
分
。
新
鮮
で
豊
富
な
海
の
幸
が
、

安
く
気
軽
に
手
に
入
る
の
が
魅
力
。
併

設
の
レ
ス
ト
ラ
ン
で
は
、
取
れ
た
て
の

魚
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
っ
た
料
理
が
、
金

欠
学
生
に
も
手
の
届
く
値
段
で
味
わ
え
る
。

回
転
寿
司
も
安
く
て
美
味
し
い
！
地
元

民
ご
ひ
い
き
の
刺

身
定
食
も
お
試
し

あ
れ
。
土
日
は
、

遠
方
客
が
大
挙
押

し
寄
せ
る
の
で
、

平
日
に
行
っ
て
み

る
と
い
い
か
も
ね
。

値
切
り
も
や
っ
て

み
る
価
値
あ
り
か

も
よ
。�

気
分
は
一
級
建
築
士�

�

共
通
棟
で
、お
待
ち
し
て
ま
す�

�

目
指
す
は
、ノ
ー
ベ
ル
化
学
賞�

�

疲
れ
た
ら
、動
物
園
だ
っ
ぺ�

�

ケ
ミ
ス
ト
リ
ー
な
お
二
人�

旧Ｍ山トンネル�
　市街からＳ美村方面へ向かう県道、
現Ｍ山トンネルずぐ横にそれは存在
する。地元ドライバーの間で「出る」
というもっぱらの噂。周辺には昔鉱
山があり、採掘事故の犠牲者が…（以
下略）�

一本杉�
　旧Ｍ山トンネルに向かう途中、道
路のど真ん中に突如巨大な一本杉が
目の前に現れる。生暖かい風になび
く「水引」がヤバイ雰囲気満点。�

Ｓ訪の水穴�
　工学部から車で約十分の鍾乳洞。
その昔、万年太夫という人が探検し
て行方不明になったという、曰くつ
きの場所（現在は立入禁止です）。�

・１人部屋と２人部屋あり。六畳一間
収納なし（２人部屋は、応募が２倍）�

・暖房器具、テレビ端末、電話機つき�
・炊事場　各階　コンロ４　水道２
電子レンジ１�

・全自動洗濯機　各階２台�
・風呂　ガス式　シャワー４�
・自動販売機　ジュース、カップメン�
・食堂　無し�
・朝の掃除　土曜の朝10時�
・公衆電話ｌＣ方式�
・寮費　月額11,000円（光熱費込み
のため電気水道を使いすぎると値
上がりも）滞納は退寮処分�

・個人の電話番号を持てる�
（電話加人権不要、インターネット
常時接続回
線有り）�

・自動車　�
駐車場あり
入寮後に登
録が必要�

堂々たる吼洋寮入口 未知との遭遇！？�

川尻海水浴場�

日立かみね公園�

日立シビックセンター�

会瀬海水浴場�

茨城大学工学部�

河原子海水浴場�

水木海水浴場�

久慈浜海水浴場�

日立おさかなセンター�

かわじり�

か わ ら ご�

四月△日（晴）�
　今日は、グラウンドで
四年生歓迎を兼ねたお花見。
お花見は、暗闇で行うの
が伝統である。�
　何故か、年下の四年生
に飲まされ、千烏足で帰宅。
四年生恐るべし。�
�

四月◎日（快）�
　朝から実験につぐ実験。
データを先生に報告中、
研究室内に牛乳系の異
臭が発生。Ｂ先輩の実
験か！？酪酸が合成され
た模様。合成の研究室
にいることを実感（痛
感？）。�
　避難がてら、情報工
学科棟にお散歩。築三
年のこの棟の屋上からは、
晴れた日には東海村ま
で見渡せる。しばしお
昼寝。�
�
四月∞日（寒）�
　午前中サッカーをする。
運動不足を思い知る。�
　昼は、車で日立おさ
かなセンターヘ。リッ
チにもまぐろの刺身定
食を食す。300 円で食
べられるのが嬉しい限
り（特売日のみ）。�

　帰りに河原子海岸で、
海をボーっと眺める。春
先のためか、はたまた男
だけだからか…海風が冷
たく身に凍みるなァ。�

これを読めば、あなたも工学部
謎のベールに包まれた工学部生
�

　ちょっぴり都会、タ
魅惑スポットを、あな

レッツ�

【日立INDEX マップ】�

研究者の道爆進中です！�



�
茨城大学からのお知らせ�

●
編
集
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●
「
大
き
な
百
合
の
木
の
下
で
」
は
茨
城
大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も�

　
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。http://w

w
w
.ibaraki.ac.jp/

茨
城
大
学
ニ
ュ
ー
ズ
レ
タ
ー�

２
号
　
平
成
十
三
年
七
月
発
行�

■
留
学
生
セ
ン
タ
ー
の
開
設

　
平
成
十
三
年
四
月
一
日
、
学
内
教
育
研
究

施
設
と
し
て｢

留
学
生
セ
ン
タ
ー｣

が
設
置
さ

れ
ま
し
た
。

　
茨
城
大
学
で
は
、学
部
、大
学
院
と
も
に
外

国
人
留
学
生
が
着
実
に
増
加
し
て
い
ま
す
。

修
学･
生
活
上
の
支
援
、
さ
ら
に
は
日
本
語
教

育
の
充
実
の
た
め
、施
設
、人
材
の
両
面
か
ら

外
国
人
留
学
生
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
体
制
を
整

え
て
い
ま
す
。

■
茨
城
産
業
会
議
と
茨
城
大
学

　
　
　
　
　
　
　
　
ガ
ッ
チ
リ
連
携

　
県
経
営
者
協
会
な
ど
県
内
経
済
四
団
体
と

茨
城
大
学
は
、平
成
十
三
年
五
月
十
五
日
、常

陽
芸
文
セ
ン
タ
ー
に
て
大
学
の
研
究
成
果
を

地
域
産
業
に
生
か
す｢

産
業
連
携｣

に
関
す
る

協
定
を
締
結
致
し
ま
し
た
。

　
約
八
千
百
社
、
五
百
八
十
組
合
と
県
内
ほ

ぼ
全
て
の
企
業
と
茨
城
大
学
の
研
究
活
動
を

つ
な
ぐ
太
い
パ
イ
プ
が
開
設
さ
れ
、
ビ
ジ
ネ

ス
や
地
域
活
性
化
に
結
び
つ
く
具
体
的
な
事

業
展
開
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

■
農
学
部
、
米
国
ウ
ィ
ス
コ
ン
シ
ン

　
州
立
大
学
ス
ペ
リ
オ
ル
校
と
学
術

　
交
流
協
定

　
茨
城
大
学
農
学
部
は
、
平
成
十
三
年
五
月

十
五
日
、
米
国
ウ
ィ
ス
コ
ン
シ
ン
州
立
大
学

ス
ペ
リ
オ
ル
校
と
学
部
間
学
術
交
流
協
定
を

締
結
し
ま
し
た
。

　
同
校
の
あ
る
ウ
ィ
ス
コ
ン
シ
ン
州
ス
ペ
リ

オ
ル
市
と
農
学
部
の
あ
る
阿
見
町
は
姉
妹
都

市
と
し
て
活
発
な
国
際
交
流
を
行
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
阿
見
町
に
は
霞
ヶ
浦
、
ス
ペ
リ
オ

ル
市
に
は
五
大
湖
の
一
つ
ス
ペ
リ
オ
ル
湖
が

あ
り
、
湖
沼
環
境
分
野
で
は
学
術
交
流
に
よ

る
多
く
の
研
究
成
果
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

■
教
育
学
部
と
県
近
代
美
術
館
の
連
携

　
　
　
　
　
学
生
が
ス
タ
ッ
フ
参
加

　
教
育
学
部
と
茨
城
県
近
代
美
術
館
が
連
携

し
、
文
化
普
及
活
動
を
進
め
る
共
同
事
業
が

進
行
し
て
い
ま
す
。
美
術
館
の
主
催
事
業
に

学
生
が
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
加
わ
り
、
子
ど
も

の
た
め
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
「
ハ
ー
ト
フ
ァ

ク
ト
リ
ー
」（
夏
・
秋
開
催
）
の
企
画
・
運
営

や
映
画
上
映
会「
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
シ
ア
タ
ー
」

（
毎
月
第
三
日
曜
日
開
催
）
の
ポ
ス
タ
ー
・
広

報
資
料
の
制
作
、イ
タ
リ
ア
彫
刻
展
関
連「
イ

タ
リ
ア
フ
ェ
ア
」（
９
〜
10
月
開
催
）の
広
報
・

展
示
等
で
活
動
し
て
い
ま
す
。
学
生
の
関
わ

り
方
は
授
業
・
ゼ
ミ
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
様
々

で
す
が
、
学
生
の
活
動
成
果
が
今
年
美
術
館

を
中
心
に
お
目
見
え
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。情報文化２年制作「逆噴射家族」のポスター

■
公
開
講
座
に
つ
い
て

　
茨
城
大
学
で
は
、
平
成
十
三
年
度
も
水
戸
、

日
立
、阿
見
の
三
キ
ャ
ン
パ
ス
、茨
城
県
庁
三

の
丸
庁
舎
の
茨
大
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
セ

ン
タ
ー
に
お
い
て
、
公
開
講
座
を
開
設
し
て

お
り
ま
す
。

　
一
般
教
養
、
語
学
、
教
職
員･

一
般
社
会
教

育
職
員
向
け
、コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・
Ｉ
Ｔ
関
連
な

ど
バ
ラ
エ
テ
ィ
豊
か
な
講
座
を
多
数
開
設

し
て
お
り
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
茨
大
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ｢

公
開

講
座｣

を
ご
覧
下
さ
い
。

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

　
　
　
　h

ttp
://w

w
w
.ib
a
ra
ki.a

c
.jp

　       
 

表
紙
写
真:

花
咲
く
百
合
の
木

編
集
後
記

　
第
二
号
は
、
七
月
一
四
日
に
予
定
さ
れ
て
い

る
平
成
十
三
年
度
の
「
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
」

に
焦
点
を
絞
り
、
特
集
を
組
ん
で
い
ま
す
。

　
大
学
の
授
業
は
、
十
年
一
日
の
ご
と
く
変
化

が
な
い
な
ど
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
実
態
は
日
々
、
着
実
に
変
化
し
て

お
り
ま
す
。
そ
の
実
情
を
、
受
験
生
や
そ
の
関

係
者
の
方
々
に
少
し
で
も
分
か
っ
て
い
た
だ
き

た
い
、
茨
城
大
学
で
学
ぶ
こ
と
の
意
味
を
少
し

で
も
実
感
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
、
毎
年
こ
の

時
期
に
公
開
授
業
と
学
部
説
明
会
を
あ
わ
せ

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
中
学
か
ら
高
校
へ
に
比
べ
、
高
校
か
ら
大
学

へ
の
生
活
変
化
は
、
極
め
て
大
き
な
も
の
が
あ

り
ま
す
。

　
大
学
で
は
、自
分
の
好
き
な
学
問
分
野
で
、興

味･

関
心
の
趣
く
ま
ま
に
、
ど
ん
ど
ん
未
知
の
学

問
領
域
に
踏
み
込
ん
で
い
き
ま
す
。
専
門
分
野

で
は
、
そ
の
専
門
性
が
日
々
深
ま
っ
て
い
ま
す
。

と
同
時
に
、
人
間
性
の
基
礎
を
豊
か
に
す
る
教

養
教
育
の
重
要
性
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
進
学
す
る
大
学
の
選
択
に
お
い
て
、
何
を
学

ぶ
か
、
ど
の
よ
う
に
学
ぶ
か
が
、
選
択
の
重
要

な
キ
ー
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
一
人
で
も
多
く
の
方
に
、
目
で
、
肌
で
茨
城

大
学
の
一
端
に
触
れ
て
戴
き
た
い
と
教
職
員
一

同
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

センターの看板を掲げる学長とセンター長

常陽芸文センターにおける協定の締結

調印する両学部の代表者


